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 （毎日新聞 1998 年 10 月 10 日）
（2）では、こと（「演説」）がニ格で標示されている。
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　　（3）　「われわれ“本の虫”にとっては掘り出し物に会えるのがうれしいし、あらゆる職種の人が身を挺
して書いていることに感動します」と、関東地区の事務局長、阿部幾応さんは「本の渡り鳥」の魅
力について話している。 （毎日新聞 1993 年 11 月 1 日）
　　（4）　会には約 200 人が集まり、幸子さんは「去年 52 年ぶりにリトアニアを訪問しました。街は昔と同
じたたずまいで、国民が国造りに努力しているのに感動しました。日本の敗戦後と同じ状況なので、






















 （毎日新聞 1998 年 11 月 16 日）
　　（9）　3 度目の今回、初めて何の不安もなく、向かい合うことができた。梁さんは「私の青春はすべて、
この 27 年間にあった。時は流れたが、成熟した演説に感激した。やっと世界に誇れる指導者を持て





 （毎日新聞 1998 年 11 月 29 日）
　　（11）　寒さはこれからが本番。寒冷地の生まれですが、冬は大の苦手。ですから、出勤途中見かけたウ
メのつぼみがふくらみ、サクラも心もち大きくなっていたのには感激しました。






 （毎日新聞 1993 年 2 月 26 日）
　　（13）　「例のブツです、って送ってくれた女の子にも感激しました。若い子らも世界のことを一生懸命
考えてるんです。光 GENJI やマイケル・ジャクソンのファンクラブからも来ました」。















































 （毎日新聞 2008 年 8 月 19 日）
　　（22）　1 泊の同級会。宿の部屋に入って、友人の服の下がほころんでいるのに気付いた。早速、級友の
針と糸を借りて直し、「あとで、ちゃんと縫い直してね」。その途端、部屋のみんなから「すごい！」





































どに乗らずに）のにと、変に感心している私。 （毎日新聞 1998 年 4 月 24 日）
　　（28）　手数は 162 手。終了は日付が変わった 0 時 36 分。深夜まで緩むことのない指し手を続けたのだ。
57 歳の桜井の頑張りに、この将棋を並べた棋士は皆、感心し敬服したものである。




3）［ 1 ］、［ 2 ］では、ことが名詞節で表されている（［ 1 ］では「こと」、［ 2 ］では「の」が使われている）。
　　［ 1 ］最初の旅では、南米を無銭旅行みたいに歩き、チリとアルゼンチンのおいしいワインにも出会った。とくにチリの
メンドーサという町のワインは印象的で、「スペインの移民のもたらした文化が南アメリカに根付いているというこ






 （毎日新聞 1993 年 6 月 23 日）
4）［ 3 ］、［ 4 ］では、ことが名詞節で表されている（［ 3 ］では「こと」、［ 4 ］では「の」が使われている）。
　　［ 3 ］それでも、最近、各地に立派なコンサートホールが整ってきたことには感心している。「内装に温かみがあり、楽屋
が広い」サントリー・ホールがとりわけ気に入っている。 （毎日新聞 1993 年 1 月 29 日）





心する。 （毎日新聞 2003 年 3 月 6 日）
5）「また、その気持ち」という記述もある。
6）［ 5 ］では「不快感」が、［ 6 ］では「意気込み」がヲ格で標示されている。
　　［ 5 ］親が子の不快感を共感して、清涼感と安心感を与えることこそが、子の感性を育てる源のように思えるのですが、
老婆心でしょうか。 （毎日新聞 1998 年 10 月 21 日）
　　［ 6 ］その時、何かが背中を駆け抜けるのを感じた。初めてのラリー観戦。ラリーってこんなに面白いものなの？　鳥肌
が立った。三菱チームの果敢なチャレンジは、三菱ファンの私にとって血わき肉躍る光景だった。スピードと興奮





ぐしかなかったから、似た境遇の家具屋さんの息子に共感するという感情とは違う。 （毎日新聞 2008 年 8 月 20 日）
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